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１．委員の指摘及び提言概要 

小笠原を代表する植生のひとつであるオガサワラグワ種子保存の凍結保存の基礎的な技術の開

発によって、野外復帰にむけた課題の一つに応えることができた。本研究の成果は、本種の遺伝子

資源の確保だけでなく、湿生高木林生態系の再生にも応用できる可能性があり、他の絶滅危惧植物

に応用する上での課題や条件を整理して、公表することを期待する。衰退要因あるいは緑陰効果な

どを検討するとともに、現地での発芽条件を明らかにし、、生息地の整備なども含めた再導入（野生

復帰）条件を十分検討したうえで、本技術を実際に活用して植え戻すことを期待する。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 


